
2022年度　国内研究制度　研究員

所属 氏名 職位 種別 期間 主たる研究先 研究題目 研究報告 備考

経済 MENISH,Marc C. 教授
長期

(1年)

2022.4.1

～

2023.3.31

法政大学　沖縄文化研究所

”Ethnomusicological Study of Traditional

Island Cultures: A Multilingual Comparative

Research Project”

研究期間終了後に掲載予定。

国政 PODALKO,Petr 教授
長期

(1年)

2022.9.1

～

2023.8.31

早稲田大学総合研究機構　ロシア東欧研

究所

日露文化交流史と人事の問題ー東アジア各地におけるロ

シア外交官たちを中心にー

多数の資料や研究テーマの最新データの情報を得て、さらに自分の調査を引き続き行い、それを論文などの形に公

表する予定です。新しいアイディア、新アプローチをもって、研究の幅を広げてまいります。この一年間でいくつもの発表

や原稿の作成をすることができ、大学に感謝を申し上げます。

総文 矢野　晋吾 教授
長期

(1年)

2022.4.1

～

2023.3.31

東京大学

①家畜・家禽類と人間との関わりに関する文化政策学的

研究

②黎明期農村研究からみる問題意識の現代的意義及び

海外社会学の影響に関する研究

２つの研究課題に取り組んだ。①「家畜･家禽類と人間との関わりに関する文化政策学的研究」については、天然

記念物指定を受けた家畜･家禽類を「生物文化財」と位置付け、その保全に関する資料収集及び成果の報告・執

筆を行った（「生き物文化誌学会」及び「肥後ちゃぼ保存会」での招待講演、同学会誌へ研究論文）。②「黎明

期農村研究からみる問題意識の現代的意義及び海外社会学の影響に関する研究」については、2013～2021

年度に科学研究費の研究代表者として研究を進めてきたが、本年度は、収集資料の公開に向けた作業及び黎明

期農村研究関係者へのインタビュー調査をさらに進めた。
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